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気象・海象観測及び予測システムの開発の必要性

• 東京国際空港D滑走路建設外工事では、多くの作業船が密集して

作業するため、作業実施の可否の判断、避泊を計画する上で、羽
田再拡張D滑走路建設共同企業体として、意思決定の際の基準と

なる独自の気象・海象観測及び予測システムが必要である。

気象・海象観測及び予測システムの必要な機能

• 工事海域の気象・海象の現況をリアルタイムで把握できること。

• 工事海域での精度の良い気象・海象予測を提供できること。

• 作業の実施可否の判断に必要な情報が提供できること。

• 気象・海象情報が２４時間入手可能であること。
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本発表の内容

• 平成１９年４月より、気象・海象観測及び予測システム
の運用を開始し、実測データに基づく予測値の検証と、
予測精度を向上させる取り組みを行った結果を報告す
る。

• 気象・海象観測及び予測システムの運用の現況及びシ
ステムの改善の取り組み状況につても報告する。
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図ー１ 観測櫓設置場所図

写真ー１ 観測櫓全景

・風向・風速

・気温・気圧

・潮位・波高・流速

測定項目
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図ー２ 気象・海象観測システムの画面表示例
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図ー３ 短期予報（４８時間）の表示例

毎日４時と１６時の２回更新

予報の詳細について、２４時間
電話による問合せができる
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図ー４ 長期予報（１週間）の表示例

毎日４時と１６時の２回更新

予報の詳細について、２４時間
電話による問合せができる
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図ー５ 実測値と予測値の比較（平成19年８月）

実測値 予測値

実測値と予測値の差が顕著な範囲

予測値の検証

１日の内で、昼過ぎに風速
のピークが発生

海陸風
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図ー５ 気象庁：数値予報モデルの概念図

気象予報の流れ

数値予報モデルの計算

格子点値の出力

格子点値の入力

解釈プログラムの計算

気象庁

気象予報会社

世界中の観測データを初期値として
スーパーコンピュータで計算

独自の予報のノウハウ
をプログラム化

天気予報の発表

地域モデル

全球モデル

移行

廃止
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乖離の原因

• 平成１９年６月より、本JVの気象予報会社の解釈プログ

ラムも、「全球モデル」に対応したが、モデル特性が変化
したことで、解釈プログラムとの適合性が低下した。

• この解釈プログラムが、日本の領域を格子点間隔20km
毎に分割して、その格子点上の風速を算出するもので
あることから、海陸風の様な、狭い地域の大気循環現象
を再現するには、解釈プログラムの格子点間隔が粗す
ぎた。

• 平成１９年の夏は、観測史上の最高気温を更新する猛
暑でであったため、平年に増して海陸風が強かった。
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予測値の修正手順

• ①５kmモデルの上空の格子点値の気温と地上の格子点

値の気温差から、大気の対流の度合いを推定し、上空の
格子点値の風速値から、地上の風速値を推定した。

• ②観測櫓の実測値と同時刻の①の地上の風速値との差
を統計処理することで、工事海域である羽田沖の地形特
性を加味した５kmモデルの補正値を決定した。

• ③予報の作成に際しては、上空の風速値から推定した地
上の風速値を、②の補正値を用いて修正した。
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図-６ 実測値と予測値の比較（平成１９年９月）

実測値 予測値(20kmﾓﾃﾞﾙ) 予測値（５kmﾓﾃﾞﾙ）

予測値（5kmﾓﾃﾞﾙ）の追加
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図ー７ 実測値と予測値の乖離の分布
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図ー８ 電話による問合せ月別利用件数

システムの運用状況
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図－９ 電話による問合せ利用時間帯比率
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図ー１０ 天候急変時の緊急連絡体制（24時間）

気象予報会社

船舶管理室（JV)

航行安全情報センター（JV) 各工区運航管理者（JV)

各工区作業船（JV）

電話連絡

MCA無線

FAX

電子ﾒｰﾙ(自動)

気象庁の警報の発表

公示
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図ー１０ 天候急変時の緊急連絡体制（24時間）

気象予報会社

船舶管理室（JV)

航行安全情報センター（JV) 各工区運航管理者（JV)

各工区作業船（JV）

電話連絡

MCA無線

FAX

気象の急変（２時間以内）

予測
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新たな取組み

24時間３時間予報表示間隔

140km５ｋｍ格点間隔修正予報
H19年9月

17日～

20ｋｍ

予報表示間隔

格点間隔 140km20ｋｍ

３時間予報表示間隔

35km５ｋｍ格点間隔新予報
H20年11月

～

24時間３時間

当初予報
H19年4月

～

７日目６日目５日目４日目３日目２日目１日目予報日

表ー１ 数値予報モデルの組合わせ表
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まとめ

• 現場の観測値と予測値を比較した結果、海陸風をうまく
再現できていないことが分かった。

• 予測モデルを20kmﾓﾃﾞﾙから５kmモデルに変更し、現場
の観測データをもとに修正することで、海陸風をうまく再
現できるようになり、予測精度が向上した。

• ２４時間の気象情報の双方向通信体制を確立することに
より、工事の工程管理及び安全管理に有効利用されて
いる。

• 全国規模の資材搬入及び工程管理に役立てるために、
３時間毎の詳細予報を、４８時間先までから１週間先まで
に延長した。
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おわりに

従来、天気予報は、一方向的な情報の伝達である場合が多
かったが、本JVでは、JVと気象予報会社の間で双方向の情報
の伝達が可能となった。

これにより、施工者は、予報の内容についてこれまで以上
に理解を深めることができ、予報提供者は、施工者のニーズ
をより深く知ることができるようになると共に、システムの
改善すべき点も明確になってきた。

今後も、施工効率を上げることに寄与できる気象・海象予
測システムの改善に取り組んで行く所存である。

ご清聴ありがとうございました。


